
令和6年度九州森林管理局の取組に関する調査

＜調査概要＞

対象者条件

回収数

調査期間

調査機関

性別：男女
年齢：18歳～69歳
地域：九州・沖縄
その他：国会議員、地方議員、地方公
共団体の長、国家公務員は除外

本調査：500サンプル

2025年1月28日（火）～1月29日（水）

株式会社ネオマーケティング



〇はい
〇いいえ

Q1 あなたは、林野庁を知っていましたか。
※以下の画像を確認してからお答えください。



Q2 あなたは、九州森林管理局を知っていましたか。
※以下の画像を確認してからお答えください。

〇はい
〇いいえ



Q3 あなたは、国有林を知っていましたか。
※以下の画像を確認してからお答えください。

〇はい
〇いいえ



Q4
あなたがすでに知っている森林の機能についてすべ
ての番号を選択してください。
※以下の画像を確認してからお答えください。

〇１．心身の癒しや安らぎの場をもたらす保健・レクリエーション機能
〇２．貴重な野生動植物の生息・生育の場である生物多様性保全機能
〇３．山崩れ、洪水などの災害を防止する山地災害防止・土壌保全機能
〇４．水資源を蓄えたり、水質を改善する水源かん養機能
〇５．二酸化炭素を吸収することにより、地球温暖化を緩和する地球環境保全機能
〇６．住宅資材や紙の原料となる木材やきのこ、山菜等を生産する木材等生産機能
〇７．夏の気温低下、冬の気温上昇、木陰・大気浄化、騒音防止などをもたらす快適環境形成機能
〇８．景観、学習・教育、芸術、伝統文化、地域の多様性維持などを指す文化機能
〇その他
〇知っているものは一つもない



6

Q5
あなたは、森林のさまざまな機能の中で何に一番期
待しますか。あてはまるものを一つ選択してくださ
い。
※以下の画像を確認してからお答えください。

〇１．心身の癒しや安らぎの場をもたらす保健・レクリエーション機能
〇２．貴重な野生動植物の生息・生育の場である生物多様性保全機能
〇３．山崩れ、洪水などの災害を防止する山地災害防止・土壌保全機能
〇４．水資源を蓄えたり、水質を改善する水源かん養機能
〇５．二酸化炭素を吸収することにより、地球温暖化を緩和する地球環境保全機能
〇６．住宅資材や紙の原料となる木材やきのこ、山菜等を生産する木材等生産機能
〇７．夏の気温低下、冬の気温上昇、木陰・大気浄化、騒音防止などをもたらす快適環境形成機能
〇８．景観、学習・教育、芸術、伝統文化、地域の多様性維持などを指す文化機能
〇その他
〇特にない
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Q6
九州森林管理局における重視すべき森づくりの考え
方について、以下の画像にまとめております。あな
たは、以下の画像の九州森林管理局における森林タ
イプ別のうち、どの森づくりに一番期待しています
か。あてはまるものを一つ選択してください。
※以下の画像を確認してからお答えください。

〇森林空間利用タイプ（保健、レクリエーション、文化機能を発揮する国有林）
〇自然維持タイプ（森林生態系や希少な生物の生育・生息する森林を保全する国有林）
〇水源かん養タイプ（水を蓄え、きれいにする国有林）
〇山地災害防止タイプ【土砂流出・崩壊防備エリア】（土砂の流出、崩壊から被害を守る国有林）
〇山地災害防止タイプ【気象害防備エリア】（風害、飛砂、潮害から住居や環境の悪化を防ぐ国有林）
〇わからない
〇特にない



Q7
あなたは、水源かん養タイプの取組が、伐採や植栽
を行い、水源かん養機能の維持・増進を図ることを
知っていましたか。
※以下の画像を確認してからお答えください。

〇はい
〇いいえ



Q8
あなたは、人工林を若返らせる（伐採し、植える）
ことで、CO₂の吸収量（地球温暖化対策）が維持・増
進されることを知っていましたか。

〇はい
〇いいえ



Q9
あなたは、伐採後に製品となった木材を家や家具等
に使用することにより、CO₂を固定できること（地球
温暖化対策に寄与できること）を知っていましたか。

〇はい
〇いいえ



Q10
最後に、あなたは、「九州森林管理局のご紹介」を
見てどう思われましたか。
※興味を持った部分、知らなかったこと、その他要望などを自由に
記載ください。


